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１
月

１６
日
、「
令
和
８
年
佐
野
市
町
会

長
新
春
祝
賀
会
」
が
、
町
会
長
他

109
人

の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、永
年
に
わ
た
っ
て
町
会
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
町
会
長
及
び
町
会
役

員
30
人
の
方
々
に
「
佐
野
市
町
会
長
連

合
会
表
彰
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
表
彰
◇

◀
佐
野
市
町
会
長
新
春
祝
賀
会

（
於 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
佐
野
）

　
令
和
7
年
11
月
26
日
、
町
会
長
連
合

会
前
副
会
長
で
、
原
町
町
会
前
町
会
長

の
倉
持
勇
さ
ん
が
、
良
好
な
地
域
社
会

の
形
成
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
、『
自
治
会
等
地
縁
に
よ
る
団

体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
』
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　（
於

:

総
務
省
）

【
永
年
在
職
町
会
長
15
年
表
彰
】

関
根
喜
美
子
　
米
山
町

【
永
年
在
職
町
会
長
10
年
表
彰
】

中
野
　
隆
義
　
高
砂
町

武
藤
　
純
子
　
植
野
町
（
泉
）

新
里
　
　
登
　
堀
米
町
（
安
良
町
上
）

【
永
年
在
職
町
会
長
5
年
表
彰
】

岩
﨑
　
哲
郎
　
相
生
町
（
佐
野
）

横
山
　
　
満
　
朝
日
町

柿
沼
　
正
弘
　
天
明
町

田
名
網
正
昭
　
犬
伏
下
町

影
山
幸
次
郎
　
下
彦
間
下

高
橋
　
　
功
　
大
釜

戸
叶
　
光
一
　
下
秋
山

【
通
算
５
年
以
上
在
職
町
会
長
・

 

町
会
役
員
表
彰
】

山
田
　
弘
行
　
鐙
塚
町

岩
出
　
　
守
　
並
木
町
（
堀
之
内
）

売
野
　
勝
己
　
赤
見
町
（
町
屋
）

大
澤
　
　
薫
　
石
塚
町
（
上
）

神
田
　
政
明
　
寺
久
保
町

柴
﨑
　
幸
治
　
上
町
西

金
原
　
睦
芳
　
船
越
北

横
塚
　
則
夫
　
白
岩

山
口
　
　
功
　
飛
駒
２
区

関
谷
　
忠
雄
　
飛
駒
３
区

髙
木
　
利
男
　
会
沢
第
二

【
通
算
５
年
以
上
在
職
町
会
役
員
表
彰
】

山
﨑
　
邦
久
　
高
砂
町
　

大
島
　
光
三
　
大
橋
町
（
東
部
）

齋
川
　
卓
一
　
大
橋
町
（
東
部
）

矢
部
　
秀
夫
　
天
明
町

青
木
　
功
一
　
赤
坂
町

押
山
　
雅
夫
　
下
多
田

堀
江
　
　
馨
　
下
多
田

関
沼
　
公
夫
　
下
彦
間
下

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

佐
野
市
町
会
長
連
合
会

会
長
　
厚
木
健
志

 

「
少
子
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
『
今
ま
で

は
』
が
通
用
し
な
い
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
市
も
町
会
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
令
和
８
年
の
町
会
長
連
合
会
は
、
皆
様

の
町
会
が
行
政
の
下
請
け
と
言
わ
れ
な
い

よ
う
、
住
み
良
い
町
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」

令和８年佐野市町会長新春祝賀会開催！令和８年佐野市町会長新春祝賀会開催！

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　
　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和８年3月1日
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11
月
19
日（
水
）・
20
日（
木
）に
、

町
会
長
連
合
会
事
業
「
管
外
視
察
研

修
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

活
動
す
る
町
会
長
の
ス
キ
ル
向
上

や
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
研
修
会
の
目
的
は
『
地
域

防
災
力
の
向
上
』
で
、
厚
木
会
長
以

下
39
人
の
町
会
長
が
、
「
千
葉
県
西

部
防
災
セ
ン
タ
ー
」
に
視
察
研
修
を

　
7
月
29
日
、
町
会
長
連
合
会
三
役

が
、
町
会
支
援
担
当
部
署
の
市
民
生

活
課
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
市
と
連
合

会
が
互
い
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
、
解
決
策
を
模
索
し
て
、
よ

り
良
い
町
会
活
動
に
役
立
て
る
た
め

に
設
け
た
も
の
で
す
。

　
厚
木
会
長
か
ら
の
町
会
の
置
か
れ

た
困
難
な
現
状
の
訴
え
に
、
担
当
課

か
ら
「
連
合
会
と
共
に
課
題
解
決
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
姿
勢
が
示

さ
れ
る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
意
見

交
換
と
な
り
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
体
験
し
て
防
災
知
識
を
学
ぶ
防

災
体
験
学
習
施
設
で
す
。

　
参
加
者
は
、
能
登
半
島
地
震
の
災

害
記
録
映
像
を
見
て
、
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
学
ん
だ
後
、
風
速
30
ｍ
の
風

水
害
体
験
、
訓
練
用
消
火
器
を
使
っ

た
火
災
消
火
体
験
、
煙
の
充
満
す
る

室
内
か
ら
の
避
難
体
験
、
緊
急
時
の

通
報
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
な

ど
、
万
一
の
災
害
発
生
時
の
対
応
を

学
び
ま
し
た
。

　
研
修
後
、
各
町
会
長
は
「
台
風
第

１９ 
号
災
害
を
思
い
出
す
。
防
災
意
識

を
高
め
て
万
一
の
災
害
に
備
え
た

い
」
「
個
人
の
力
で
は
限
界
が
あ

る
、
町
会
全
体
で
防
災
に
対
す
る
備

え
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
町
会

や
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
全
体
で

防
災
に
取
り
組
む
考
え
を
、
改
め
て

深
め
ら
れ
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

町
会
長
連
合
会

　
　管
外
視
察
研
修
会

町
会
長
連
合
会
と

　市
民
生
活
課
意
見
交
換
会

火災消火体験

風速30ⅿの風水害体験

管外視察研修会参加者の皆さん

真摯に意見を交わす参加者
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10
月
22
日
（
水
）、
佐
野
日
本
大
学

短
期
大
学
大
講
義
室
に
て
佐
野
市
町

会
長
連
合
会
主
催
の
「
令
和
7
年
度

市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
講
演

会
」
を
、
町
会
長
や
町
会
役
員
、
地

域
担
当
市
職
員
な
ど
、
約
200
人
が
参

加
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
同
短
期
大
学
の
小
山

裕
三
学
長
を
お
迎
え
し
、
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
室
伏

広
治
選
手
を
始
め
、
多
く
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
ら
れ
て
き
た
小

山
先
生
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た「
人

材
育
成
」
に
関
す
る
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
小
山
先
生
の
「『
導
き
出
す
』
〜
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
〜
」
を
演
題
に
し
た
、「
教
育
と

は
、
教
え
育
て
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
子
の
持
っ
て
い
る
も
の
潜
在
力
を

引
き
出
し
て
や
る
こ
と
」「
学
校
の
役

割
は
、
生
徒
の
明
日
を
夢
を
作
り
出

し
て
あ
げ
る
こ
と
」「
教
師
の
役
割
は
、

　
7
月
18
日
・
19
日
、
葛
生
地
区
の

3
町
会
（
本
町
、
倭
町
、
相
生
町
）

で
、
「
八
坂
神
社
祇
園
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
町
会
で
装
飾
を
施

し
た
巨
大
な
山
車
（
だ
し
）
が
、
幸

せ
を
祈
り
太
鼓
や
笛
の
音
色
を
響
か

せ
な
が
ら
町
内
を
練
り
歩
く
姿
に
、

地
域
住
民
や
観
光
客
も
一
緒
に
な
っ

て
、
賑
や
か
な
夏
祭
り
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

　
祭
り
の
年
番
町
会
で
あ
る
倭
町
の

山
田
一
夫
町
会
長
は
、
「
葛
生
地
区

を
代
表
す
る
こ
の
祭
り
は
、
地
域
の

『
結
束
・
絆
』
を
深
め
る
伝
統
行

事
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
守
り
続

け
、
次
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
に
来
る
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ

さ
せ
る
こ
と
、
楽
し
い
と
感
じ
れ
ば

学
校
を
休
ま
な
い
」「
町
会
も
同
じ
、

町
会
行
事
に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た

と
感
じ
さ
え
す
れ
ば
、
次
に
つ
な
が

る
」、
最
後
に
「
佐
野
短
大
も
そ
う
で

あ
り
、
町
会
、
行
政
と
一
緒
に
、
協

力
し
て
佐
野
市
の
明
日
を
作
り
出
し

て
い
き
た
い
」
と
の
お
話
に
、
参
加

者
は
皆
引
き
込
ま
れ
、
充
実
し
た
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
協
働
に
よ
る

　地
域
づ
く
り
講
演
会

葛
生
八
坂
神
社
祇
園
祭
開
催

講師の小山裕三 佐野日本大学短期大学学長

主催者挨拶される厚木町会長連合会会長

華やかに装飾された山車

講師の話を真摯に聞き入る参加者
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◇
編
集
部
会
長
の
田
村
で
す
。

　
今
回
は
、
町
会
と
共
に
地
域
防
災
の
中

核
を
担
う
消
防
団
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
く
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
消
防
団
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど

様
々
な
要
因
で
、
団
員
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
火
災
や
水
害
な
ど
か
ら
地
域
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
重
要
な
消
防
団

を
維
持
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
消
防
団
員

と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
消
防
団
入
団
に
つ
い
て
は
、

　
消
防
本
部
総
務
課

　
電
話
（
2
3
）
3
1
1
9
ま
で
　
　
　

発
行
者 

　
　
　 

佐
野
市
町
会
長
連
合
会

〒
３
２
７‐８
５
０
１

栃
木
県
　
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

佐
野
市
役
所
５
階
東

☎
０
２
８
３‐８
５‐７
３
２
８

発
行
責
任
者
　  

厚
木
　
健
志

編
集
部
会
長
　  

田
村
　
僚
二

編
集
部
会
員
　  

片
柳
　
孝
夫　
　

岡
田
　
光
之

松
島
　
俊
夫　
　

津
久
井
正
夫

戸
室
　
克
美　
　

相
良
　
周
作

髙
橋
　
和
彦

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
坂
井
　
正
巳　
　

武
藤
　
純
子

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
市
内
全
域
１
６
７
町
会
で

　
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
7
月
19
日
、
米
山
南
町
町
会
主
催
の

『
米
山
南
町
夏
祭
り
〜
米
山
南
町
ふ
れ
あ

い
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
祭
り
〜
』
が
、
同
町
の

米
山
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
み
ん
な
で
美
味
し

い
も
の
食
べ
よ
う
』
。

　
様
々
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
た
会

場
内
は
、
美
味
し
い
食
べ
物
を
食
べ
な
が

ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
の
ま
る
」
の
出
演
に
大

喜
び
す
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
に

包
ま
れ
た
、
楽
し
い
夏
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。

　
石
井
淳
町
会
長
は
「
今
後
も
『
こ
こ
に

住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
思
え
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
9
月
28
日
、
田
沼
小
学
校
を
会
場
に

「
第
41
回
田
沼
地
区
区
民
運
動
会
」
が
、

田
沼
地
区
公
民
館
管
内
（
下
町
、
角
町
、

仲
町
、
田
沼
本
町
、
上
町
東
、
上
町
西
、

下
田
沼
、
瓦
町
、
原
町
、
山
越
の
10
町

会
）
住
民
約
7
5
0
人
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
地
区
住
民
の
融
和
と
体
力
つ
く
り
、
及

び
健
康
維
持
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

同
運
動
会
。

　
会
場
内
で
は
、
「
む
か
で
競
争
」
「
玉

入
れ
」
「
綱
引
き
」
「
男
子
、
女
子
総
合

リ
レ
ー
」
等
白
熱
し
た
競
技
が
行
わ
れ
、

競
技
者
を
応
援
す
る
声
援
や
歓
声
が
、
さ

わ
や
か
な
秋
空
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

　
石
塚
町
（
下
）
町
会
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
投
擲
競
技
「
モ

ル
ッ
ク
」
は
、
木
製
の
棒
を
投
げ
て
、
12

本
あ
る
ピ
ン
の
倒
れ
方
で
採
点
す
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

　
簡
単
な
ル
ー
ル
で
、
老
若
男
女
問
わ
ず

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
同
町
会
で

は
、
健
康
づ
く
り
や
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
津
久
井
正
夫
町
会
長
は
、
「
モ
ル
ッ
ク

は
、
高
価
な
道
具
も
い
ら
ず
、
ル
ー
ル
も

簡
単
で
、
だ
れ
で
も
楽
し
め
ま
す
の
で
、

町
内
の
絆
を
深
め
る
手
段
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

米
山
南
町
夏
祭
り
開
催

田
沼
地
区
区
民
運
動
会
開
催

石
塚
町（
下
）町
会

　新
ス
ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」

編
集
後
記

消防団では、
地域を守る団員を
募集中です！

大人気！「さのまる」も応援

白熱する綱引き

モルックを楽しむ皆さん
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